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１ はじめに 

 効果音は，映画やアニメーションなどのコンテンツに

おいて重要な役割を果たしている．制作者は，場面毎

に適した環境音を選択するために，環境音データベー

スによる検索を用いる．環境音検索はテキストによる検

索が主であるが，テキストだけでは，多面的な音のニュ

アンスを表現することは難しい．そこで，われわれは声

真似入力により環境音を検索する方法を進めている．

先行研究で，Blancasが声真似入力により,音データベ

ースの中から環境音を検索するシステムを提案している.

このシステムは声真似の識別辞書を作成して,入力の声

真似の種類を分類して検索に用いている[1]. 

類似した技術である音声認識では，話者が異なると，

話者適応技術が必要である．一方，声真似による環境

音検索は，異なる話者間の音声よりも，さらにスペクトル

特徴量の距離があると考えられる． 

本稿では検索の前段階として，どのような種類の環境

音と声真似が類似しているか調べる．そのために，環境

音とその声真似に対し，時間の非線形伸縮をするDPマ

ッチング[2]を行い，スペクトル情報を表すMFCCを用い

て2音の距離を求めて，分析した結果を述べる． 

 

２ 分析に用いた環境音と声真似 

分析に用いたデータは環境音100個と声真似100個

である．それらの音を以下のように分類した． 

①「単体音，繰り返しなし，減衰系」は，図1の①のよう 

に音量が立ち上がって，すぐに減衰する音である. 

②「単体音，繰り返しなし，減衰系」は，図1の②のように

音量が一定区間定常な音である． 

③「単体音，繰り返しあり」は，図1の③のように同じ単体

の音が複数ある音である. 

④「連続音」は，図1の④のように複雑な山の音である． 

 

図1 分類した4種類の環境音のパワーのグラフ 

３ 分析結果と考察 

 環境音とその声真似のそれぞれに対しMFCCの距離

を求め，DPマッチングにより，距離が近い順にランク付

けし，上位の音と下位の音のソナグラムを分析した．図2

上側は，プロペラ機の飛ぶ音とその声真似のソナグラム

で，ランク上位に属する．下側は，猫の鳴き声とその声

真似のソナグラムで下位に属する．プロペラ機の飛ぶ

音と声真似は，ソナグラムの模様が類似している．これ

は，元の音は調波構造を持たない比較的定常な雑音

であり，声真似が容易であったためと考えられる．一方，

猫の鳴き声と声真似は，ソナグラムの模様が異なる．す

なわち，猫の声帯振動形状を声真似では再現できない

ためと考えられる． 

 上位の音と下位の音のソナグラムを分析した結果，ス

ペクトルの変化が単純な音は，声真似との距離が近い

ことが分かった．また，調波構造が全く異なる動物の声

は声真似音声と距離があることが分かった．  

 

図2 上位の音と下位の音のソナグラム 

４ まとめと今後の展望 

 環境音をその声真似から検索する問題で，2音の

MFCCを用いた距離の大小を調べ，その原因を考察し

た．その結果，MFCCによる距離だけでは2音の距離を

小さくするのは困難であると分かった．今後は他の特徴

量を用いることを検討する． 
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